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国
語
学
・
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

令
和
四
年
度
前
期

文
学
部

国
語
学
講
義　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習　

中
世
語
研
究
（
１
）

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習　

上
代
語
文
法
の
研
究



聖
心
女
子
大
学　

小　

柳　

智　

一

国
文
学
講
義　
『
堤
中
納
言
物
語
』
講
読
（
３
）

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
演
習　
『
和
泉
式
部
日
記
』
研
究
（
３
）

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
講
義　

古
典
再
生
史
の
諸
相

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　
『
浮
世
物
語
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅰ

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究

松　

本　

常　

彦

国
文
学
講
義　

和
歌
文
学
の
基
礎
知
識
か
ら
研
究
の
深
化
ま
で




フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学　

谷　
　
　

知　

子

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）

青　

木　

博　

史

日
本
近
代
語
史
研
究　

近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
１
）

青　

木　

博　

史

博
士
演
習　

通
時
コ
ー
パ
ス
の
活
用

青　

木　

博　

史

日
本
古
代
語
史
研
究

聖
心
女
子
大
学　

小　

柳　

智　

一

日
本
古
代
文
学
特
論　
『
堤
中
納
言
物
語
』
探
究
（
３
）

岡　

田　

貴　

憲

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究　
『
源
氏
物
語
』
研
究
（
３
）

岡　

田　

貴　

憲

博
士
演
習　

中
古
文
学
研
究
の
方
法
（
３
）

岡　

田　

貴　

憲

日
本
近
世
文
学
特
論　

古
典
再
生
史
の
発
展
的
研
究

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究　

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注
Ⅰ




川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

近
世
文
学
研
究
方
法
論

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究

松　

本　

常　

彦

論
文
指
導

各　
　

教　
　

員

日
本
文
学
特
論　

和
歌
文
学
の
基
礎
知
識
か
ら
研
究
の
深
化
ま
で




フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学　

谷　
　
　

知　

子

令
和
四
年
度
後
期

文
学
部

国
語
学
講
義　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習　

中
世
語
研
究
（
２
）

青　

木　

博　

史

国
語
学
講
義　

現
代
日
本
語
の
構
文
と
意
味




大
妻
女
子
大
学　

天　

野　

み
ど
り

彙
　報
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国
語
学
講
義　

対
人
関
係
の
語
用
論　




―
日
本
語
の
イ
ン
／
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
捉
え
る

―




放
送
大
学　

滝　

浦　

真　

人

国
語
学
（
書
道
）　

国
語
学
（
書
道
）
Ⅰ




福
岡
教
育
大
学　

服　

部　

一　

啓

国
文
学
講
義　
『
堤
中
納
言
物
語
』
講
読
（
４
）

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
演
習　
『
和
泉
式
部
日
記
』
研
究
（
４
）

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
講
義　

江
戸
漢
詩
文
入
門

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　
『
浮
世
物
語
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅱ

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究

松　

本　

常　

彦

国
語
学
・
国
文
学
基
礎
演
習　

日
本
語
学
・
日
本
文
学
研
究
入
門




青
木
博
史
・
岡
田
貴
憲

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）
青　

木　

博　

史

日
本
近
代
語
史
研
究　

近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
２
）

青　

木　

博　

史

博
士
演
習　

通
時
コ
ー
パ
ス
の
活
用

青　

木　

博　

史

日
本
語
学
方
法
論
特
論　

現
代
日
本
語
の
構
文
と
意
味




大
妻
女
子
大
学　

天　

野　

み
ど
り

日
本
語
学
特
論　

対
人
関
係
の
語
用
論　




―
日
本
語
の
イ
ン
／
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
捉
え
る

―



放
送
大
学　

滝　

浦　

真　

人

日
本
古
代
文
学
特
論　
『
堤
中
納
言
物
語
』
探
究
（
４
）

岡　

田　

貴　

憲

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究　
『
源
氏
物
語
』
研
究
（
４
）

岡　

田　

貴　

憲

博
士
演
習　

中
古
文
学
研
究
の
方
法
（
４
）

岡　

田　

貴　

憲

日
本
近
世
文
学
特
論　

江
戸
漢
詩
文
の
探
究

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究　

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注
Ⅱ




川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

近
世
文
学
研
究
方
法
論

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究

松　

本　

常　

彦

論
文
指
導

各　
　

教　
　

員

学
会
・
研
究
室
行
事

○
令
和
四
年
度　

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会	

	

二
〇
二
二
年
六
月
五
日
（
日
）　

於
九
州
大
学

『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』
に
お
け
る
翻
訳
語
「
武
士
」「
侍
」
に
つ
い
て
の

考
察

高　

須　

芳
之
介

音
訳
真
言
の
訓
点
か
ら
み
る
音
韻

蛭　

沼　

芽　

衣

中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
「
姫
小
松
」

千　

葉　

直　

人

大
窪
詩
仏
の
紀
行
詩
集　




―
近
世
後
期
詩
壇
に
お
け
る
性
霊
詩
風
の
一
側
面

―




王　
　
　

自　

強

杉
田
玄
白
と
「
狂
」

吉　

田　
　
　

宰

《
講
演
》
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
物
語
は
い
さ
さ
か
蘇
生
す
る



坂　

本　

信　

道
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○
令
和
四
年
度　

西
日
本
国
語
国
文
学
会	

	
二
〇
二
二
年
九
月
一
〇
日
（
土
）・
一
一
日
（
日
）（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：「
武
士
の
時
代
」
と
国
語
・
国
文
学
》
冷
泉
為
村
と
毛

利
重
就　

―
顧
客
と
し
て
の
大
名
歌
人

久
保
田　

啓　

一

累
加
的
並
列
表
現
形
式
「
Ａ
か
ら
Ｂ
か
ら
Ｃ
（
ま
で
／
も
／
Φ
）」
の
成
立

に
つ
い
て

京　
　
　

健　

治

奄
美
大
島
・
喜
界
島
・
与
論
島
方
言
の
マ
イ　



―
義
務
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
用
法
を
中
心
に

―




松　

尾　

弘　

徳

去
来
の
不
易
流
行
論　

―
そ
の
形
成
と
特
質

―

陳　
　
　

笑　

薇

紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
の
文
事
の
一
齣　




―
新
出
資
料
長
沢
伴
雄
自
筆
『
西
浜
御
殿
御
用
留
』
を
中
心
に

―


亀　

井　
　
　

森

音
無
本
『
更
級
日
記
』
考　




―
本
文
校
合
に
お
け
る
古
本
関
係
伝
本
の
利
用

―




岡　

田　

貴　

憲


（
関
係
者
の
み
）

研
究
室
刊
行
物

○
語
文
研
究　

第
一
三
二
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
発
行
）

『
在
明
の
別
』
の
世
界　

―
ハ
イ
パ
ー
〈
か
ぐ
や
姫
の
物
語
〉
の
誕
生



辛　

島　

正　

雄

『
蜻
蛉
日
記
』
残
欠
本
小
考　

―
碧
洋
臼
田
甚
五
郎
文
庫
本
の
位
置

―


岡　

田　

貴　

憲

畠
山
重
保
伝
承
と
法
華
直
談　




―『
直
談
因
縁
集
』
巻
三
第
二
話
を
中
心
に

―

森　
　
　

誠　

子

藩
儒
期
の
貝
原
益
軒　

―
そ
の
教
育
思
想
を
中
心
に

―




河　

野　

理　

菜

松
尾
芭
蕉
の
「
誠
」
に
つ
い
て　




―
林
注
『
荘
子
』
の
「
私
意
」「
機
心
」
を
軸
と
し
て

―




陳　
　
　

笑　

薇

○
語
文
研
究　

第
一
三
三
号
（
二
〇
二
二
年
六
月
発
行
）

若
紫
巻
の
し
く
み

今　

西　

祐
一
郎

市
河
寛
斎
の
詠
物
組
詩
「
傲
具
詩
」
考　




―
「
玩
物
」
と
性
霊
説
と
の
関
わ
り

―

王　
　
　

自　

強

芥
川
龍
之
介
「
桃
太
郎
」
論　




―
『
罪
と
罰
』
に
お
け
る
天
才
な
ど
を
参
考
に

―




河　

内　

重　

雄

字
音
接
辞
「
当
」
の
成
立
と
定
着

金　
　
　

香　

梅

佐
世
保
市
宇
久
町
平
方
言
の
「
動
詞
否
定
形
＋
カ
ナ
」
に
よ
る
行
為
指
示



門　

屋　

飛　

央
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○
文
献
探
究　

第
六
〇
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
発
行
）

《
口
絵
・
解
説
》『
八
境
界
記
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館

春
日
政
治
・
和

男
文
庫
蔵
）、『
抄
物
調
査
』（
九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
研
究

室
蔵
）

古　

田　

龍　

啓

『
と
り
か
へ
ば
や
』「
三
瀬
川
」
考　

―
先
行
作
品
の
換
骨
奪
胎

―




千　

葉　

直　

人

翻
刻　

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
論
語
講
義
筆
記
』
第
二
巻
（
八
佾
・

里
仁
）

古　

田　

龍　

啓

《
コ
ラ
ム
・
古
典
の
ひ
ろ
ば
》「
欲
を
成
じ
て
」
考　




―
徒
然
草
・
第
二
一
七
段
異
見

―

川　

平　

敏　

文

○
西
日
本
国
語
国
文
学　

第
九
号
（
二
〇
二
二
年
八
月
発
行
）

『
御
津
の
浜
松
』
吉
野
の
姫
君
に
お
け
る
女
三
の
宮
の
影
響




千　

葉　

直　

人

『
石
清
水
物
語
』
の
「
中
務
宮
」
を
め
ぐ
っ
て　




―
中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
式
部
卿
宮
・
中
務
卿
宮
の
位
置
付
け

―


宮　

﨑　

裕　

子


（
関
係
者
の
み
）

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目



＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

令
和
四
年
度
前
期
（
春
学
期
・
夏
学
期
）

基
幹
教
育
科
目

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
）

静　

永　

教　

授

文
学
部

講
義　

倭
漢
朗
詠
集
を
読
む

静　

永　

教　

授

講
義　
『
封
神
演
義
』
の
成
立

岩　

崎　

助　

教

演
習　

唐
詩
解
会
読

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読

岩　

崎　

助　

教

演
習　

古
典
文
学
作
品
研
読

孫　
　
　

講　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ

孫　
　
　

講　

師

中
国
語
（
中
級
）
Ⅲ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
教
授

人
文
科
学
府

演
習　

唐
詩
解
注
釈
訓
析

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読

岩　

崎　

助　

教

演
習
・
博
士
演
習　
中
国
文
学
研
究
法

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

静　

永　

教　

授
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令
和
四
年
度
後
期
（
秋
学
期
・
冬
学
期
）			　

文
学
部
共
通
科
目

人
文
学
基
礎
Ⅱ　

唐
詩
か
ら
の
お
く
り
も
の

静＊　

永　

教　

授

文
学
部

講
義　

中
国
語
の
し
く
み

静　

永　

教　

授

講
義　
『
封
神
演
義
』
の
受
容

岩　

崎　

助　

教

講
義　

詩
人
た
ち
の
「
天
気
」
と
「
別
れ
」
の
詩

　

―
陶
淵
明
と
蘇
軾
を
中
心
に

―
（
金
沢
大
学
）
原
田　

愛
准
教
授

演
習　

唐
詩
解
会
読

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読

岩　

崎　

助　

教

演
習　

古
典
文
学
作
品
研
読

孫　
　
　

講　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ
孫　
　
　

講　

師

中
国
語
（
中
級
）
Ⅳ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
教
授

人
文
科
学
府

講
義　
『
封
神
演
義
』
の
受
容

岩　

崎　

助　

教

講
義　

詩
人
た
ち
の
「
天
気
」
と
「
別
れ
」
の
詩

　

―
陶
淵
明
と
蘇
軾
を
中
心
に

―

（
金
沢
大
学
）
原
田　

愛
准
教
授

演
習　

唐
詩
解
注
釈
訓
析

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
国
志
伝
』
会
読

岩　

崎　

助　

教

演
習
・
博
士
演
習　
中
国
文
学
研
究
法

岩
崎
助
教
・
孫
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

静　

永　

教　

授

学
会
・
研
究
室
行
事
等

〇
中
国
文
藝
座
談
会

第
三
一
七
回
（
二
〇
二
二
年
三
月
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

『
編
蓬
集
』
に
見
え
る
唐
汝
詢
の
交
友
関
係

陳　
　
　

禕　

璇

周
春
の
『
杜
詩
双
声
畳
韻
譜
括
略
』
に
つ
い
て

汪　
　
　
　
　

洋

唐
憲
宗
元
和
年
間
唐
代
詩
人
雲
南
書
寫
的
兩
個
面
向

段　
　
　

天　

姝

第
三
一
八
回
（
二
〇
二
二
年
四
月
三
〇
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

趙
翼
「
題
周
松
靄
『
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』」
と
そ
の
杜
甫
受
容
に
つ
い
て



汪　
　
　
　
　

洋

清
華
大
学
教
授
銭
稲
孫
の
懐
徳
堂
訪
問

稲　

森　

雅　

子

唐
憲
宗
元
和
年
間
唐
代
詩
人
雲
南
書
寫
的
兩
個
面
向
Ⅱ
：



元
白
詩
文
中
雲
南
書
寫
的
不
同
傾
向
探
源

段　
　
　

天　

姝

第
三
一
九
回
（
二
〇
二
二
年
七
月
十
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

『
盛
明
雑
劇
二
集
』
所
収
「
相
思
譜
」
に
つ
い
て

岩　

崎　

華
奈
子

東
亜
同
文
書
院
の
伝
統
的
教
授
法
『
念
書
』
に
つ
い
て

中
里
見　
　
　

敬

第
三
二
〇
回
（
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

明
代
に
お
け
る
白
居
易
の
評
価

―
唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』
を
中
心
に

―


陳　
　
　

禕　

璇

趙
翼
の
双
声
畳
韻
対
偶
研
究
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て

汪　
　
　
　
　

洋

劉
歆
「
遂
初
賦
」
に
つ
い
て

（
中
国
鉱
業
大
）
栗　

山　

雅　

央

第
三
二
一
回
（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

袁
枚
詠
史
詩
の
特
徴

―
女
性
故
事
を
中
心
に

―

張　
　
　
　
　

茜
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唐
汝
詢
と
日
本

静　

永　
　
　

健

○
第
七
〇
回
九
州
中
国
学
会
大
会	

	
	

（
二
〇
二
二
年
五
月
七
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

周
春
『
杜
詩
双
声
畳
韻
譜
括
略
』
に
つ
い
て

汪　
　
　
　
　

洋

○
第
三
十
三
回
中
唐
文
学
会
大
会	
	

	
（
二
〇
二
二
年
十
月
七
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

明
代
に
お
け
る
白
居
易
の
評
価

―
唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』
を
中
心
に

―


陳　
　
　

禕　

璇

○
第
七
十
四
回
日
本
中
国
学
会
大
会	

	
	

（
二
〇
二
二
年
十
月
九
日
、
早
稲
田
大
学
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）

趙
翼
の
双
声
畳
韻
対
偶
研
究
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
汪　
　
　
　
　

洋

研
究
室
刊
行
物

○	『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
〇
号			

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）

『
漢
書
』
藝
文
志
・
詩
賦
略
考
（
上
）



―
屈
原
、
孫
卿
、
賈
誼
を
中
心
に

―

中　

村　

昌　

彦

西
晋
の
皇
太
子
司
馬
遹
と
陸
機

王　
　
　

昊　

聡

試
論
法
藏
三
份
《
文
選
》
寫
卷
的
綴
合
與
斷
代

景　
　
　
　
　

浩

唐
詩
の
微
韻

静　

永　
　
　

健

王
昭
君
の
故
郷
帰
州
で
詠
ん
だ
白
居
易
の
「
青
塚
」
詩

竹　

村　

則　

行

空
海
の
碑
文
に
お
け
る
宇
宙
観
・
地
理
観



―
「
沙
門
勝
道
歴
山
水
瑩
玄
珠
碑
幷
序
」
を
中
心
に




ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

秦
観
の
死
と
再
生
の
詩

―「
和
陶
詩
」
継
承
の
一
形
態




原　

田　
　
　

愛

馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象

井　

口　

千　

雪

天
理
図
書
館
所
蔵
の
三
槐
堂
本
『
西
廂
記
』
考

黄　
　
　

冬　

柏

『
封
神
演
義
』
四
雪
草
堂
系
版
本
三
種
に
つ
い
て

岩　

崎　

華
奈
子

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』
に
つ
い
て

陳　
　
　

禕　

璇

南
曲
『
元
宵
鬧
傳
奇
』
と
『
水
滸
傳
』

鶴　

田　
　
　

茜

北
京
時
代
の
趙
翼

汪　
　
　
　
　

洋

村
瀬
栲
亭
『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
初
探



―
引
用
さ
れ
る
類
書
・
花
譜
を
め
ぐ
っ
て

―

甲　

斐　

雄　

一

『
漢
学
紀
源
』
自
筆
本
発
見
記

東　
　
　

英　

寿

単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち

稲　

森　

雅　

子

社
会
連
携
事
業

○
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
九
州
大
学
文
学
部
提
携
講
座

「
本
当
は
教
え
た
く
な
い
、
知
ら
れ
ざ
る
作
家
・
す
ぐ
れ
た
注
釈
家
た
ち
」

第
一
回
（
二
〇
二
二
年
四
月
十
六
日
）

盲
目
の
注
釈
家
唐
汝
詢
と
そ
の
唐
詩
選
集

静　

永　
　
　

健
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第
六
回
（
二
〇
二
二
年
九
月
十
七
日
）

周
之
標　

女
性
の
美
と
才
へ
の
ま
な
ざ
し

岩　

崎　

華
奈
子

○
中
国
古
典
文
学
講
演
会
（
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
）

第
一
回
（
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
二
日
）

博
多
の
津
と
中
国
文
化

―
金
印
か
ら
最
後
の
遣
唐
使
ま
で

―




静　

永　
　
　

健

第
二
回
（
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
九
日
）

帰
郷
と
客
死

―
杜
甫
の
最
期
の
三
峡
下
り

―




（
本
学
名
誉
教
授
）
竹　

村　

則　

行

第
四
回
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
日
）

北
京
の
古
書
店
に
つ
い
て

稲　

森　

雅　

子

○
神
奈
川
大
学
第
九
十
一
回
中
国
人
留
学
生
史
研
究
会	

	
	

（
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

開
戦
前
夜
北
京
の
日
本
人
留
学
生

稲　

森　

雅　

子

人
事
異
動

段　
　

天
姝



三
月
三
十
一
日
、
九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外

国
人
教
師
）
を
終
了
、
引
き
続
き
九
州
大
学
訪
問
研
究
員

と
し
て
滞
在
。
八
月
帰
国
。

孫　
　

琳
浄



四
月
一
日
、
三
月
三
十
一
日
、
九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
教
員
（
外
国
人
教
師
）
に
着
任
。
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英
語
学
・
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目
（
令
和
四
年
度
前
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導
論
文
指
導

西　

岡　

教　

授

論
文
指
導

論
文
指
導

大　

橋　

教　

授

博
士
演
習

生
成
文
法
研
究

西　

岡　

教　

授

博
士
演
習

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ

大　

橋　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅱ

英
語
学
概
論

西　

岡　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅵ

英
語
の
抑
揚
の
形
式
と
意
味




（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
）
岡　

崎　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅺ

英
語
統
語
論
入
門
Ⅰ

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅻ

Sociolinguistics
ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

英
語
学
特
論
Ⅱ

英
語
の
構
造
と
変
異
Ⅱ
西　

岡　

教　

授

英
語
学
特
論
Ⅶ

英
語
の
抑
揚
の
形
式
と
意
味




（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
）
岡　

崎　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅱ

生
成
文
法
研
究

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅴ

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ

大　

橋　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅰ

A
cadem

icW
riting

ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

英
会
話
Ⅰ
Sociolinguistics

ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

英
作
文
Ⅰ

EnglishCom
position

ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導

論
文
指
導

鵜　

飼　

教　

授

博
士
演
習

Graham
Greene,T

heH
eartoftheM

atter

研
究




鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅰ

M
aryShelley

研
究

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅱ

O
scarW

ilde

研
究

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
�

ShakespeareinPerform
ance




セ
イ
ガ
ー
教　

師

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
XVII

T
heShortStory

セ
イ
ガ
ー
教　

師

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅲ

RudyardK
ipling,K

im

論




鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅰ

Graham
Greene,T

heH
eartoftheM

atter

研
究

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
化
研
究
Ⅰ

E
arlym

oderndram
a,Shakespeare,

W
ebster,Perform

ancestudies

セ
イ
ガ
ー
教　

師

英
会
話
Ⅰ

H
ow

toBecom
eBritishinT

enEasySteps




セ
イ
ガ
ー
教　

師

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

論
文
指
導

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習

批
評
の
方
法

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅰ

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
短
編
を
読
む




高　

野　

准
教
授
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ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅳ

EdithW
harton

のSum
m

er

を
読
む




高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅰ

EdithW
harton

のSum
m

er




高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅰ

批
評
の
方
法

高　

野　

准
教
授

講
義
題
目
（
令
和
四
年
度
後
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導

論
文
指
導

西　

岡　

教　

授

論
文
指
導

論
文
指
導

大　

橋　

教　

授

論
文
指
導

論
文
指
導

前　

田　

准
教
授

博
士
演
習

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
分
析
研
究
Ⅱ




西
岡
教
授
、
前
田
准
教
授

博
士
演
習

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ
大　

橋　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅲ

削
除
現
象
入
門

前　

田　

准
教
授

英
語
学
演
習
Ⅲ

主
語
の
位
置
と
統
語
構
造

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅵ

英
語
統
語
論
入
門
Ⅰ

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅸ
Sociolinguistics

ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

英
語
学
特
論
Ⅲ

移
動
現
象
入
門

前　

田　

准
教
授

英
語
学
特
論
Ⅷ

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論
分
析
Ⅱ

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅲ

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
分
析
研
究
Ⅱ




西
岡
教
授
、
前
田
准
教
授

英
語
学
研
究
Ⅵ

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ

大　

橋　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅱ

A
cadem

icW
riting2

ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

英
会
話
Ⅱ

EnglishConversation

ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導

論
文
指
導

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習

批
評
の
方
法

高　

野　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅰ

Em
ilyBrontë

論

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅵ

英
米
（
お
よ
び
日
本
）
の
歴
史
小
説




（
京
都
大
学
文
学
部
）
佐
々
木
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅲ

JonathanSw
ift

研
究

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
�

M
odernBritishD

ram
a

セ
イ
ガ
ー
教　

師

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
XVI

IntroductiontoPoetryandProse




セ
イ
ガ
ー
教　

師

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅳ

E.M
.Forster,A

PassagetoIndia

論




鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅷ

英
米
（
お
よ
び
日
本
）
の
歴
史
小
説




（
京
都
大
学
文
学
部
）
佐
々
木　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅱ

V
irginiaW

oolf,M
rs.D

allow
ay

研
究




鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
化
研
究
Ⅱ

Shakespeare’sH
istories:T

heO
riginal

Gam
eofT

hrones

セ
イ
ガ
ー
教　

師

英
語
文
化
概
論

BritishCulture

ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師

英
会
話
Ⅱ

H
ow

toW
inFriendsandInfluencePeople




セ
イ
ガ
ー
教　

師
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英
作
文
Ⅱ

EnglishCom
positionⅡ



セ
イ
ガ
ー
教　

師

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

論
文
指
導

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習
批
評
の
方
法

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅰ

T
rum

anCapote

のBreakfastatT
iffany’s

を
読
む

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅻ

JackLondon

の
短
編
を
読
む




高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅱ

何
ら
か
の
小
説
を
読
む

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅱ

批
評
の
方
法

高　

野　

准
教
授

学
会
・
研
究
行
事

C
onSO

LE

（
２
０
２
２
年
1
月
）

A
nA

nalysisofChineseIslandinPhaseT
heory




Y
uyaSakum

oto

日
本
英
語
英
文
学
会
（
２
０
２
２
年
3
月
）

v*P

フ
ェ
イ
ズ
再
考
：
自
由
併
合
の
観
点
か
ら

作　

元　

裕　

也

デ
フ
ォ
ル
ト
格
の
妥
当
性
と
そ
の
検
証

森　

竹　

希　

望

主
要
部－

主
要
部
構
造
の
ラ
ベ
ル
付
け
の
可
能
性

川　

満　
　
　

潤

日
本
比
較
文
化
学
会
第
34
回
九
州
支
部
大
会
（
２
０
２
２
年
3
月
）

戦
い
を
放
棄
し
た
ト
ー
ル
キ
ン

島　

居　

佳　

江

福
岡
言
語
学
会
２
０
２
２
年
度
第
1
回
例
会
（
２
０
２
２
年
4
月
）

英
語
に
お
け
るv*P

フ
ェ
イ
ズ
の
棄
却
と
そ
の
帰
結

作　

元　

裕　

也
CaseFilter

再
考

森　

竹　

希　

望

The	English	Linguistic	Society	of	Japan	15th	International	
Spring	Forum

（
２
０
２
２
年
5
月
）

D
efaultCaseandChainInterpretation

N
ozom

iM
oritake

九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
67
回
大
会
（
２
０
２
２
年
5
月
）

父
と
の
和
解

―
晩
年
作
品
か
ら
再
考
す
る
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
と
父
親




森　

田　
　
　

司

The	First	Joint	C
onference	of	SM

O
G
	Syntax	C

ircle	（SM
O
G
SC

）

and	Kyushu	Linguistic	Association	（KLA

）（
２
０
２
２
年
9
月
）

PhifeaturesandPhaseT
heory

Y
uyaSakum

oto
T

hetheoreticalim
plem

entationofdefaultcaseandits
consequences

N
ozom

iM
oritake
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The	Japanese	Society	for	Language	Sciences	23rd	Annual	
International	C

onference	（
２
０
２
２
年
9
月
）

M
adM

agazineSentenceReexam
ined

N
ozom

iM
oritake

日
本
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
協
会
関
西
支
部
9
月
例
会		

	

（
２
０
２
２
年
9
月
）

身
体
か
ら
読
み
直
す
『
七
破
風
の
屋
敷
』

山　

口　

晋　

平

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
75
回
大
会
（
２
０
２
２
年
10
月
）

〈
英
語
学
〉

否
定
と
Ａ
移
動
の
再
構
築

久
保
田　
　
　

舞

D
erivationofRestrictiveRelativeClauses–interm

sof
extrapositionandreconstruction

山　

本　

天　

斗

〈
ア
メ
リ
カ
文
学
〉

彷
徨
え
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー－

自
伝
的
二
人
称

小
説
と
し
て
読
む
『
内
面
か
ら
の
報
告
書
』『
冬
の
日
誌
』




新　

名　

主
優
子

T
rum

anCapote,O
ther V

oices, O
ther R

om
ans,

に
お
け
る
境
界
線

の
解
体－

規
範
と
分
類
の
曖
昧
性

山　

口　

沙　

瑛

〈
イ
ギ
リ
ス
文
学
〉

Sew
ingupSeparatedSpheres:CharlotteBrontë’sV

isionof
Fem

inistH
istoryinShirley

Y
inY

im
eng

T
he H

eart of the M
atter

に
お
け
る
ス
コ
ー
ビ
ー
の
利
己
主
義
と
利
他

主
義
の
混
在

長　

岡　

有　

季

Ｊ
・
Ｒ
・
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン
の
命
名
法

島　

居　

佳　

江

日
本
英
語
学
会
第
40
回
大
会	（
２
０
２
２
年
11
月
）

数
量
詞
遊
離
現
象
に
お
け
る
日
本
語
と
英
語
の
（
非
）
対
称
性




川　

満　
　
　

潤

日
本
言
語
学
会
第
165
回
大
会	（
２
０
２
２
年
11
月
）

虚
辞it

と
選
択
関
係

森　

竹　

希　

望

主
語w

h

句
の
移
動
派
生
再
考
：
主
語
・
目
的
語
の
非
対
称
性
へ
の
拡
張



末　

永　

広　

大

雑
誌
論
文
・
共
著

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
74
回
大
会Proceedings		

	

（
２
０
２
２
年
2
月
）

SplitM
inim

alSearch

森　

竹　

希　

望

ラ
ベ
リ
ン
グ
分
析
に
お
け
る
動
詞
句
の
派
生

宮　

元　
　
　

創
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JELS

（
２
０
２
２
年
2
月
）

A
nA

nalysisofPartialControlfrom
LabelandM

erge



Y

uyaSakum
oto

A
M

ovem
entA

nalysisforSplitControl
Y

uyaSakum
oto

『
ブ
ロ
ン
テ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
7
巻
，
第
2
号
（
２
０
２
２
年
）

A
nU

nsuccessfulPow
erG

rab:F
em

inineInvalidism
and

RebellioninW
uthering H

eights
Y

inY
im

eng

『
九
大
英
文
学
第
64
号
』（
２
０
２
２
年
3
月
）

〈
英
語
学
〉

O
ntheD

erivationofControlConstructionsinPO
P+




Y
uyaSakum

oto
O

nCase-M
arkinginT

here-Constructions:A
D

efaultCase
A

pproach
N

ozom
iM

oritake
O

ntheD
erivationofW

h-SubjectQ
uestionsinEnglish




K
odaiSuenaga

A
sym

m
etriesbetw

eentheStructuresofv*PandCPinT
erm

s
ofLabelingA

lgorithm


H
ajim

eM
iyam

oto
ReconstructionEffectsintheExtraposedRestrictiveRelative
Clauses

T
akatoY

am
am

oto

〈
ア
メ
リ
カ
文
学
〉

T
heLogicalizedFreedom

ofIsabelA
rcher:Ratiocentrism

in
H

enryJam
es’sT

he Portrait of a Lady
M

aoK
aw

am
ura

福
岡
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
英
語
英
文
学
紀
要
第
58
号		
	

（
２
０
２
２
年
3
月
）

Ｊ
・
Ｒ
・
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン
の
戦
い
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

島　

居　

佳　

江

『
英
米
文
化
』
第
52
号
（
２
０
２
２
年
3
月
）

Christina’sIrresitiblePressure:Q
ueerSubtextinR

oderick 
H

udsonandT
he Princess Casam

assim
a

川　

村　

真　

央

Proceedings	of	the	Japanese	Society	for	Language	Sciences	
23rd	Annual	International	C

onference

（
２
０
２
２
年
9
月
）

M
adM

agazineSentenceReexam
ined

N
ozom

iM
oritake

English	Linguistics	39

（
２
０
２
２
年
9
月
）

H
ow

T
oRestrictM

ovem
entU

nderFreeM
erge




Y
uyaSakum

oto

Lingua	278

（
２
０
２
２
年
10
月
）

A
focus-basedanalysisofN

om
inativeobjectsinJapanese




N
ozom

iM
oritake
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九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
63
号
（
２
０
２
２
年
掲
載
予
定
）

観
客
か
ら
演
者
へ

―T
he Blithedale R

om
ance

に
お
け
るCoverdale

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

山　

口　

晋　

平

受
賞

九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
賞
佳
作
（
２
０
２
２
年
3
月
）

川　

村　

真　

央

九
州
英
文
学
研
究
奨
励
賞
（
２
０
２
２
年
10
月
）

O
ntheD

erivationofT
here-Constructions:A

{T
here,A

ssociate}
A

nalysis
N

ozom
iM

oritake

人
事
異
動

ジ
ェ
ニ
ー
・
セ
イ
ガ
ー
教
師



外
国
人
教
師
と
し
て
4
月
1
日
よ
り
着
任

ア
ン
ト
ニ
ー
・
ク
レ
イ
ヴ
ン
教
師




外
国
人
教
師
と
し
て
4
月
1
日
よ
り
着
任

前
田　

雅
子
准
教
授

准
教
授
と
し
て
10
月
1
日
よ
り
着
任

独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

二
〇
二
二
年
度
第
一
学
期

文
学
部
・
独
語
学

会
話　

D
EU

T
SCH

1

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

演
習　

D
EU

T
SCH

2

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

演
習　

ド
イ
ツ
語
作
文

（
非
常
勤
）
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
バ
イ
ル
講
師

講
義　

ド
イ
ツ
語
文
献
読
解
演
習

武　

田　

准
教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義　

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー　

西
洋
文
学
の
最
前
線

小　

黒　

教　

授

演
習　
『
魔
の
山
』
研
究
（
５
）

小　

黒　

教　

授

演
習　

絵
画
を
め
ぐ
る
ロ
マ
ン
的
対
話

武　

田　

准
教
授

文
学
部
・
西
洋
古
典
学

集
中
講
義　
『
イ
リ
ア
ス
』『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
に
お
け
る
登
場
人
物
に

よ
る
物
語
の
検
討

（
国
際
基
督
教
大
学
）
佐
野
好
則
教　

授

人
文
科
学
府

演
習　
「
第
三
の
国
」
研
究
（
３
）

小　

黒　

教　

授

演
習　

Ａ
・
Ｗ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
『
芸
術
学
』
を
読
む






武　

田　

准
教
授

演
習　

U
ngehorsam

undW
iderstandⅡ






ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授
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特
研　

K
olloquium



小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授

二
〇
二
二
年
度
第
二
学
期

文
学
部
・
独
語
学

会
話　

D
EU

T
SCH

1

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

演
習　

D
EU

T
SCH

2

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

集
中
講
義　

独
語
科
指
導
法

（
熊
本
大
学
）
荻
野
蔵
平
名
誉
教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義　
「
第
三
の
国
」
研
究

小　

黒　

教　

授

講
義　

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
の
思
想

武　

田　

准
教
授

演
習　

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
研
究
（
１
）

小　

黒　

教　

授

演
習　

絵
画
を
め
ぐ
る
ロ
マ
ン
的
対
話
Ⅱ

武　

田　

准
教
授

演
習　

Balladen

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

集
中
講
義　

ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
とA

ntike

（
東
京
大
学
）
宮
田　

眞
治
教
授

人
文
科
学
府

演
習　
「
第
三
の
国
」
研
究
（
４
）

小　

黒　

教　

授

演
習　

Ａ
・
Ｗ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
『
芸
術
学
』
を
読
む
（
２
）




武　

田　

准
教
授

演
習　

U
ngehorsam

undW
iderstandⅢ






ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

特
研　

K
olloquium



小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○	『
九
州
ド
イ
ツ
文
学
』
第
三
十
五
号
（
二
〇
二
一
年
十
月
発
行
）

〔
論
文
〕

「
生
成
す
る
客
観
の
主
観
的
萌
芽
」

―
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の「
構
想
力
」
概
念
に
つ
い
て

―


長　

尾　

亮
太
朗

〔
書
評
〕

福
元
圭
太
著
『
賦
霊
の
自
然
哲
学　

―
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
、
ヘ
ッ
ケ
ル
、
ド

リ
ュ
ー
シ
ュ

―
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）




安　

德　

万
貴
子

〔
翻
訳
〕

パ
ウ
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
著
『
第
三
の
国　

個
人
主
義
の
悲
劇
』




小
黒
康
正
・
橋
本
佳
奈
訳

パ
ウ
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
『
第
三
の
国　

個
人
主
義
の
悲
劇
』
に
つ
い
て

　

訳
者
解
題
と
し
て

小　

黒　

康　

正

○
第
一
回
「
第
三
の
国
」
科
研
研
究
会

　
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
八
日
、
九
州
大
学
独
文
演
習
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
開
催
）

「
第
三
の
国
」
研
究
の
射
程

小　

黒　

康　

正

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド
イ
ツ
義
勇
軍
運
動
と
「
第
三
の
国
」

今　

井　

宏　

昌
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ベ
ル
ン
（
一
九
一
七

−

一
九
）
の
ネ
オ
・
ヨ
ア
キ
ム
主
義



―
フ
ー
ゴ
・
バ
ル
と
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ

吉　

田　

治　

代

○
博
士
学
位
論
文
（
甲
）
公
聴
会

　
（
二
〇
二
二
年
一
月
二
八
日
、
九
州
大
学
独
文
演
習
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
開
催
）

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
お
け
る
統
合
的
感
官
と
し
て
の
「
眼
」



―
「
自
己
感
覚
」
か
ら
「
心
情
」
へ

―

大　

澤　

遼　

可

○
第
二
回
「
第
三
の
国
」
科
研
研
究
会
（
国
際
コ
ロ
キ
ウ
ム
）

　
（
二
〇
二
二
年
三
月
四
日
、
九
州
大
学
独
文
演
習
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

開
催
）

„D
asdritteReich“vorderN

S-ZeitinD
eutschlandundJapan


Y

asum
asaO

guro
LessingundJoachim

.ZurtriadischenStrukturinLessings
religionsgeschichtlichem

Entw
icklungsdenken




M
arcusConrad

EschatologiederExistenz.H
erm

annH
essesSteppenw

olfund
seinm

ultim
ediales„drittesReich“

U
lrichBeil

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
三
十
六
回
研
究
発
表
会

　
（
二
〇
二
二
年
四
月
三
〇
日
、
九
州
大
学
イ
ー
ス
ト
ゾ
ー
ンE-B-101

講

義
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催
）

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
お
け
る
神
の
「
一
」



―
ド
イ
ツ
語
説
教
第
21
番
を
中
心
に

―

石
川
充
ユ
ー
ジ
ン

ラ
ム
ド
ー
ア
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
あ
い
だ



―『
ル
ツ
ィ
ン
デ
』
に
お
け
る
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
〈
レ
フ
レ
ク
シ
オ
ー
ン
〉



武　

田　

利　

勝

「
第
三
の
国
」
研
究
序
説

小　

黒　

康　

正

○
平
野
啓
一
郎
講
演
会

　
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
一
日
、
九
州
大
学
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
二
三
〇
四
教

室
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催
）

死
と
向
き
合
う
時
、
生
は

平　

野　

啓
一
郎

○U
lrich	Beil	

教
授
講
演
会

　
（
二
〇
二
二
年
七
月
一
六
日
、
北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
か
で
る

２
・
７
」1020

室
）

D
ie（U

n-

）M
öglichkeitneinzusagen.R

eflexionenüber
U

ngehorsam
undLiteratur

U
lrichBeil

○
第
三
回
「
第
三
の
国
」
科
研
研
究
会

　
（
二
〇
二
二
年
九
月
一
〇
日
、
九
州
大
学
イ
ー
ス
ト
ゾ
ー
ンE-B-101

講

義
室
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催
）

「
第
三
の
国
」
研
究
序
説

小　

黒　

康　

正

ロ
マ
ン
派
の
約
束

武　

田　

利　

勝
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黙
示
録
と
性
愛



―
ロ
シ
ア
の
終
末
論
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
の
受
容



鈴　

木　

啓　

峻

受
賞

二
〇
二
一
年
度
大
学
院
人
文
科
学
府
長
賞

石
川
充
ユ
ー
ジ
ン

第
六
二
回
ド
イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
奨
励
賞

大　

澤　

遼　

可

人
事

大
澤　

遼
可

（

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
助
教
、
二
〇
二
二
年

四
月
一
日
着
任
）

仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

令
和
四
年
度
前
学
期
（
春
学
期
・
夏
学
期
）

基
幹
教
育
科
目

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
）

髙　

木　

教　

授

文
学
部

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
会
話
Ⅰ
）

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

講
義　

フ
ラ
ン
ス
語
学
講
義
Ⅱ

〃　
　
　

仏
文
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読
─
─
バ
ル
ザ
ッ
ク
「
ベ
ー
ル
氏
研
究
」



髙　

木　

教　

授

演
習　

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読



─
─
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
ヴ
ァ
ニ
ナ
・
ヴ
ァ
ニ
ニ
』

〃　
　
　

演
習　

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習

宮　

崎　

准
教
授

演
習　

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習



─
─
ロ
メ
ー
ル
『
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
の
生
き
方
』

〃　
　
　

講
義　

ポ
エ
ジ
ー
と
政
治

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

臨
講　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
喜
劇
の
歴
史




（
長
崎
外
国
語
大
学
）
冨
田
高
嗣
教　

授

臨
講　

フ
ラ
ン
ス
詩
の
い
ろ
は

（
名
古
屋
大
学
）
鳥
山
定
嗣
准
教
授
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人
文
科
学
府

特
論　

文
学
研
究
の
方
法
論

髙　

木　

教　

授

研
究　

文
学
研
究
の
実
践

〃　
　
　

演
習　

博
士
演
習

〃　
　
　

演
習　

論
文
指
導

〃　
　
　

特
論　

フ
ラ
ン
ス
文
学
現
代
文
学
と
批
評

宮　

崎　

准
教
授

研
究　

フ
ラ
ン
ス
現
代
文
学
研
究

〃　
　
　

演
習　

博
士
演
習

〃　
　
　

特
論　

ル
ヴ
ェ
ル
デ
イ
か
ら
ル
カ
ま
で
の
造
形
詩

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

研
究　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ

〃　
　
　

令
和
四
年
度
後
期
（
秋
学
期
・
冬
学
期
）

文
学
部
共
通
科
目

人
文
学
Ⅳ
髙　

木　

教　

授



宮　

崎　

准
教
授

人
文
学
基
礎
Ⅱ

〃　
　
　

文
学
部

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
作
文
Ⅰ
）

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
演
習
Ⅱ

〃　
　
　

仏
文
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読

髙　

木　

教　

授

演
習　

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読
─
─
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
『
ル
ネ
』



〃　
　
　

演
習　

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習
─
─
バ
タ
イ
ユ
研
究




宮　

崎　

准
教
授

演
習　

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習



─
─
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
フ
ラ
ン
ス

〃　
　
　

講
義　

詩
と
政
治

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

人
文
科
学
府

特
論　

文
学
研
究
の
方
法
論

髙　

木　

教　

授

研
究　

文
学
研
究
の
実
践

〃　
　
　

演
習　

博
士
演
習

〃　
　
　

演
習　

論
文
指
導

〃　
　
　

特
論　

フ
ラ
ン
ス
文
学
現
代
文
学
と
批
評

宮　

崎　

准
教
授

研
究　

フ
ラ
ン
ス
現
代
文
学
研
究

〃　
　
　

演
習　

博
士
演
習

〃　
　
　

特
論　

ル
ヴ
ェ
ル
デ
イ
か
ら
ル
カ
ま
で
の
造
形
詩

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

研
究　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ

〃　
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学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
第
六
九
回
大
会
研
究
発
表
（
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ

ラ
ン
ス
文
学
会
九
州
支
部
大
会
）




（
令
和
四
年
十
二
月
十
日
・
長
崎
大
学
）

Sorrow
ful SongsdeD

éborahH
eissler.


Pourunesym

phoniepoétique:texte,m
usiqueetdessin

sérigraphié
CharlèneClonts

ル
ソ
ー
に
お
け
る
福
音
書
の
教
え

福　

永　

暁　

斗

言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

文
学
部

令
和
四
年
度　

前
期

概
論　

こ
と
ば
の
規
則
性

全　
　

教　
　

員

演
習　

日
本
語
の
機
能
語
：
コ
ー
パ
ス
調
査
と
分
析

上　

山　

あ
ゆ
み

講
義　

音
声
学
道
場

下　

地　

理　

則

講
義　

言
語
の
脳
科
学
入
門

太　

田　

真　

理

実
習　

卒
業
論
文
指
導

各　
　

教　
　

員

Ｇ
３
０

T
heRyukyuanLanguages:A

nIntroduction




下　

地　

理　

則

令
和
四
年
度　

後
期

講
義　

日
本
語
統
語
論
：
構
造
構
築
と
意
味
解
釈

上　

山　

あ
ゆ
み

演
習　

音
韻
論
と
音
韻
類
型
論

下　

地　

理　

則

演
習　
「
言
語
の
脳
科
学
」
を
読
む

太　

田　

真　

理

実
習　

卒
業
論
文
指
導

各　
　

教　
　

員

講
義
（
集
中
）　

声
調
論
入
門

（
東
京
外
国
語
大
学
）
青　

井　

隼　

人

講
義
（
集
中
）　

計
算
心
理
・
神
経
言
語
学




（
東
京
大
学
）
大　

関　

洋　

平

共
通　

人
文
学
基
礎
Ⅱ

上　

山　

あ
ゆ
み
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太　

田　

真　

理

共
通　

人
文
学
Ⅲ

上　

山　

あ
ゆ
み



太　

田　

真　

理

人
文
科
学
府

令
和
四
年
度　

前
期

特
論　

Ｇ
Ｂ
理
論
入
門

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

言
語
哲
学
に
お
け
る
「
文
の
意
味
」
と
言
語
学
に
お
け
る
「
文
の

意
味
」

上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

有
生
性
の
類
型
論
的
研
究
：
特
に
呼
称
詞
に
関
連
し
た
諸
現
象
に

つ
い
て

下　

地　

理　

則

研
究　

情
報
構
造
と
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー

下　

地　

理　

則

特
論　

言
語
脳
科
学
の
最
前
線
太　

田　

真　

理

研
究　

生
成
文
法
の
基
本
文
献
を
読
む
太　

田　

真　

理

言
語
学
研
究
法

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習

各　
　

教　
　

員

令
和
四
年
度　

後
期

特
論　

Ｇ
Ｂ
理
論
入
門

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

言
語
哲
学
に
お
け
る
「
文
の
意
味
」
と
言
語
学
に
お
け
る
「
文
の

意
味
」

上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

定
性
と
特
定
性

下　

地　

理　

則

研
究　

言
語
類
型
論

下　

地　

理　

則

特
論　

言
語
脳
科
学
の
最
前
線

太　

田　

真　

理

研
究　

神
経
言
語
学

太　

田　

真　

理

言
語
学
研
究
法

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習

各　
　

教　
　

員

特
論
（
集
中
）　

声
調
論
入
門

（
東
京
外
国
語
大
学
）
青　

井　

隼　

人

特
論
（
集
中
）　

計
算
心
理
・
神
経
言
語
学




（
東
京
大
学
）
大　

関　

洋　

平
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